
 

 

小説 星守る犬 

日本中が涙した大ヒットコミック、 
その感動が小説になって蘇る! 

 

すべてを失って、おとうさんは愛犬と最後

の旅に出た 

 

道ばたでないていた子犬の「ぼく」を、 

みくちゃんって女の子が拾ってくれた。 

みんな一緒の楽しいくらしは、ずっと続く

と思っていた。 

でも、家族はだんだん離ればなれになっ

て、ぼくは一人取りのこされたおとうさん

と「旅」に出ることになったんだ―― 
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